関西現代音楽交流協会（ＫＭＭＡ）
第49回現代音楽作品の夕べ
2015年5月23日（土）16:30　開演（16:00開場）トントレフ・ヒコ
主催：関西現代音楽交流協会(KMMA)　後援：大阪音楽大学　大阪音楽大学同窓会《幸楽会》　

大阪成蹊大学　大阪成蹊短期大学　協力：トントレフ・ヒコ
ご挨拶

本日は、関西現代音楽交流協会の演奏会「第49回現代音楽作品の夕べ」にお越しくださり誠にありがとうございます。

当協会は、音楽文化の普及と発展に寄与することを目的に1986年に設立されました。今年で創立28年を迎えましたが、その活動は必ずしも順調であったわけではありません。2001年からの4年間は、出品・出演希望者が少ないために演奏会を開催することができず、また会員数の減少が続いておりました。しかし、田中邦彦 前々委員長による体制の刷新と、大澤弘之 前委員長による組織の整備、また内藤正彦 現事務局長をはじめとする役員諸氏の尽力により、当協会の活動が社会的に一定の評価を受けるようになりました。現在の会員数は、作曲家48名、演奏家50 名の合計98名となり、今後も音楽団体としての積極的な活動を展開する所存です。

本日の演奏会のプログラムは、作曲家と演奏家の会員相互の交流と協力、また会員以外の方々の暖かい賛助によって構成されています。それぞれの作品と演奏を通じて表現される魅力的な世界を、最後までお楽しみくだされば幸いです。末筆ながら、本日の演奏会にお越しくださいました皆様の益々のご健勝とご活躍をお祈りいたします。 

関西現代音楽交流協会委員長

永田 孝信

プログラム

近藤 浩平　作曲
源流への旅　作品143-b
フルート：山村有佳里　

　鴨川源流への旅　作品150

フルート：山村有佳里　打楽器：近藤 浩平　
アルノルト・シェーンベルク　作曲
　６つのピアノ小品　Op.19

ピアノ：園田文子

イラーナ・シャピラ＝マリネスク　作曲

　『５つの俳句』より「鐘」、「きみ火をたけ」

　　ピアノ：園田文子
川合 清裕　作曲

アンフォルム Ⅰ 〜トランペットとアルトサックスのために〜

Informe Ⅰ pour trompette et saxophone d'alto

　トランペット：平田聖奈　アルトサックス：西川静

　

＝休憩＝

永田 孝信　作曲

枕草子による３つの歌曲

「夜烏どものゐて」「にくきもの」「過ぎにしかた 恋しきもの」
ソプラノ：坂本理穂　ピアノ：土井緑
大澤 弘之　作曲

　フルートとピアノのためのソナタ
　　フルート：大升良美　ピアノ：園田文子
前田 正博　作曲

　Aubade （サクソフォーン４重奏のための）
　　ソプラノ・サックス：内海登紀子　アルト・サックス：伊福雅昭　

　 テナー・サックス：三村佳永子　バリトン・サックス：西村孝司
演奏会終了後にワイン小レセプションがございます
曲目解説　／　プロフィール
近藤 浩平　作曲
源流への旅　作品143-b
　
2013年6月に、ヴィオラ奏者、岩木保道さんが、秋篠宮同妃両殿下のスロヴェニア訪問の行事としてリュブリャナで開催された国交10周年記念コンサートで私の作品を演奏しました。私と妻はスロヴェニアを訪問してコンサートに出席し、前後の日程を使って水の美しい同国の水源であるボヒン湖の周辺のスロヴェニア・アルプスの山々を登りました。岩木さんとの会話の中で、ヴィオラ協奏曲を書いてみようという話になり、2014年にヴィオラ協奏曲第2番「渓流の響き」（未初演）を作曲しました。その第2楽章はオーケストラが全て休止する無伴奏の楽章で「源流への旅」という副題が付いています。これを独立した無伴奏のフルートの小品に編曲したものが作品143-bです。原曲の協奏曲では、深い自然の森の響きのようなオーケストラに包まれてヴィオラが歌う第１、第３楽章にはさまれています。

　鴨川源流への旅　作品150

鴨川の源流、京都北山の山中に、雲ヶ畑というところがあります。貴船のように有名ではありませんが、雲ヶ畑岩屋橋には川床のある料亭などもあり水の美しい谷間の集落です。

この雲ヶ畑の谷間の最も奥まったところに、岩屋不動、岩屋山志明院という“もののけ”が出るという寺があります。司馬遼太郎が志明院を昭和23年に訪れ、風もないのに障子がガタガタと鳴り屋根がドスンドスンと響いた不思議な経験をエッセイに書いています。（エッセイ集「司馬遼太郎が考えたこと」の第１巻の石楠花妖話）この時の経験を司馬遼太郎が宮崎駿に話したことが「もののけ姫」のヒントの一つだという話もあります。
この志明院は、歌舞伎の演目「鳴神」の舞台としても知られています。朝廷が約束を守らなかったことに腹をたてた鳴神上人が呪術で雨を降らす龍神を滝壷に封印して旱魃になってしまい、朝廷は上人の呪術を破ろうと美女、雲の絶間姫（くものたえまひめ）を上人の許に送り込むという話です。なお、この曲では「鳴神」のようなことは起こりません。
＜作曲：近藤 浩平（こんどう　こうへい）＞

関西学院大学文学部美学科にて音楽学を学ぶ。作曲は独学。2010年ベルリン・ドイツ・オペラ《Klang der Welt Ostasien(世界の音・東アジア)》作曲コンクール第２位(室内楽)。2006年、ピアノ協奏曲が福村麻矢氏の独奏、パオロ・フェラーラ氏指揮の関西フィルにより初演。2012年、弦楽オーケストラ曲「地平線と太陽」がノースダコタ大学室内オーケストラにより初演され、2014年に桐朋学園大学音楽学部弦楽器専攻生により再演。2013年、ギター協奏曲「旅するギター」が山田岳氏の独奏、松尾祐孝氏指揮のJSCMユースチェンバーオーケストラにより初演。2015年、「ヴァイオリンと打楽器の為の協奏曲」がブダペスト祝祭管弦楽団の日曜室内楽シリーズで再演。「海辺の祈り～震災と原子炉の犠牲者への追悼」はヴロツワフ歌劇場における国際ワーグナー協会総会など国内外で頻繁に演奏されている。左手のピアニスト、智内威雄氏により2011年に委嘱初演された「海辺の雪～震災と津波の犠牲者への追悼」は、2014年6月に舘野泉氏によりベルリン・フィルハーモニー・カンマームジークザールでも演奏され、両氏によるＣＤ録音がある。作曲家の野村誠氏とは“鍵盤ハーモニカトリオ”、“持ち運びできる協奏曲”などのコラボレーションを度々行っている。日本作曲家協議会会員、日本現代音楽協会会員。兵庫県宝塚市在住。山や自然に関わる作品が多い。作品は日本作曲家協議会、左手のアーカイブ、リコーダーＪＰ、マザーアースなどから出版されている他、Webサイトで一部、楽譜PDFを公開している。http://koheikondo.com
＜フルート：山村 有佳里（やまむら　ゆかり＞ 

プラハ芸術アカデミー、アムステルダム音楽院等を経てマーストリヒト音楽大学大学院をフルートで修了。国家演奏家資格取得。英国ウェールズ王立音楽大学大学院ピッコロ科にて日本人初として学ぶ。第１２回バコリ国際音楽コンクール第一位受賞。第10回“エウテルぺ”国際音楽コンクール（共にイタリア）でフルート、ピッコロにて第一位、併せてジャーナリスト賞受賞。サー・ジェームス・ゴールウェイにスイスのマスタークラスに招待されその後親交を結ぶ。各国音楽祭の出演、ミュージカル「アマデウス」（ベルギー）のオーケストラとしての出演、雑誌への寄稿、ラジオ・テレビ出演、講演など１２年のヨーロッパ生活を経て国内外問わず演奏活動を行っている。またフルート専門誌「The Flute」にてピッコロ奏法についての寄稿多数。１３年ＣＤ「Vieille Chanson」発売。
http://yukari-yamamura.jimdo.com　
アルノルト・シェーンベルク　作曲

　６つのピアノ小品　Op.19

完結した短い６つの小曲からなり、各々が性格の異なる音型やデュナーミク、多様なリズムやフレージングによって特徴づけられている。全体的に長調、短調、フリギア旋法などがめまぐるしく入れ替わるために和声的な響きはあるが調性は機能しておらず、無調音楽への重要な起点となる1911年の作品である。6曲それぞれに相関性は見られないものの、４度を基本とする和声を主軸としたポリフォニーで発展する作風は一貫しており興味深い。
イラーナ・シャピラ＝マリネスク　作曲

　『５つの俳句』より「鐘」、「きみ火をたけ」

ドイツで活躍中のルーマニア系作曲家シャピラ＝マリネスク氏により1990年に完成した。松尾芭蕉（1644年－1694年）が詠んだ俳句の中でもよく知られている５つの俳句を題材に創作された。俳句に添えられている俳画のような音の調べに、実際の言葉や動きが示すものよりもさらに多くのものが暗示されている。
「鐘消えて花の香は撞く夕哉（かねきえてはなのかはつくゆふべかな）」

夕暮れの景色の中、余韻として残る鐘の音がフェイドアウトしていくにつれ、花の香りが徐々に強く感じられる。すると脳裏に刻まれた鐘の響きが様々なかたちで再びフェイドインしてくる。知覚の流れが幅広い音域間で行き交う旋律や僅かながらも着々と様相を変え続けるハーモニーのスパイラルへ巧みに織り成されている。
「きみ火をたけよき物見せん雪丸げ（きみひをたけよきものみせんゆきまるげ）」

「雪丸げ」とは雪を転がし丸めて大きな玉にしたもので、子供の遊び、雪だるまと考えられる。芭蕉とは朝夕なく来往する間柄であった親友曾良の来訪に芭蕉が胸を弾ませる様子が描かれている。客である親友に火を焚かせて、いい歳の主がよいものを見せようと童心にかえり、雪丸げをつくる様がおもしろい。重音上向型の細やかで素早いモチーフが、湧き上がる新鮮な悦びや躍るような遊び心を表現している。
＜ピアノ：園田文子（そのだふみこ）＞
ドイツ国立フライブルグ音楽大学及び大学院を最優秀賞にて修了。第30回国際芸術連盟最優秀新人賞、2006年Music Center New York国際ピアノコンク―ル入賞、2013年関西現代音楽交流協会演奏賞受賞。カ―ネギ―ホ―ル、ダルムシュタット国際音楽セミナー、イリノイ州立大学等でのコンサートやFM放送、CD録音、音楽教育者としてNHK番組等に出演。
第７回神戸芸術センター記念ピアノコンクール(2015年)審査員。現在、高校音楽科ピアノ講師等後進の指導に当たる。渡邉康一郎、故T・ハザイ、A・ラツシンスキの各氏に師事。日本演奏連盟、関西現代音楽交流協会、21世紀創作歌曲の会「まほろば」、各会員。
川合 清裕　作曲

アンフォルム Ⅰ 〜トランペットとアルトサックスのために〜

Informe Ⅰ pour trompette et saxophone d'alto

Informeとは、翻訳すれば「不定形の」程度の意味を持つ言葉です。フランスの思想家バタイユ(1897〜1962)が1929年に雑誌ドキュマン(バタイユが首席編集責任者を務めた)に掲載した「Informe」という短文に端を発します。その当時、この概念はそれほど重要視されるわけではなかったのですが、1992年のドキュマンの再刊行時に一躍注目を集め、世紀末の思想家たちの興味の対象となりました。ユベルマン「不定形の類似、あるいはジョルジュ・バタイユによる視覚的な悦ばしき知(1995)」クラウスとボワの共著「不定形-使用説明書(1996)」等はバタイユの不定形の概念を押し拡げ、援用し、芸術の世界に新たな価値観を確立しようと試みました。
また、戦後の芸術の動向「アンフォルメル」にも言及しておくべきでしょう。言葉の音から察することができるように、アンフォルムと類似する概念を有する芸術運動で、フォートリエ、デュビュッフェらを中心的作家とし、その極限までに抽象化された作品は、まさしくバタイユの言うところのアンフォルムとリンクします。
クラウスとボワは、新たなアンフォルム観をもって、さらに後の世代の芸術家(フォンターナ、モリス、トゥオンブリ等)の作品にアンフォルムの概念を適用します。
ここまで、アンフォルムの哲学的意味に関しては全く触れずにきましたが、これは、非常に多様な在り方を示しており、この場では説明しきれないためです。バタイユ、ユベルマン、クラウスとボワでは、全く違う定義付けのもと、壮大な論考が展開されますが、３者(４者)に１つだけ共通点があり、それは、“形態的同一性を成立させないその在り方が類似している”ということです。このトートロジカルな発話そのものが、まさしくアンフォルム的なトートロジーであり、なんとも洒落ていますが、この文章を読んだ際、“それでは、世界を不定形なものだと唾棄してしまっているのではないか”と疑問を持たれた方もおられるかもしれません。その指摘は全く正しく、むしろ、バタイユは積極的にそれを肯定しました。すなわち、それは唾棄ではなく、変質であり、不定形な世界の現前である、と。
今作品では、そのような哲学的概念、芸術的動向を背負った“Informe”の世界に想いを馳せたものとなっております。
この曲は、哲学のいうように、形態の変質の途上かもしれません、あるいは、アンフォルメルの作品のように、時に抽象的、時に情動的なものかもしれません。あるいは、フランス語“Informe”が意味する“不定形の”描写かもしれません。
音楽で何を表現しているかはさほど問題ではなく、それを構成するいくつかの部分が“形態的同一性を成立させていない、しかし不定形の観念のもと類似している”ことがより重要であると言えるでしょう。
＜作曲：川合 清裕（かわい　きよひろ）＞
大阪音楽大学音楽学部作曲学科作曲専攻を卒業。卒業時に褒賞として優秀賞を授与される。これまでに作曲を高昌帥、永田孝信の各氏に、ピアノを土井緑氏に師事。関西現代音楽交流協会会員。
＜トランペット：平田 聖奈（ひらた　せな）＞

大阪府立夕陽丘高等学校音楽科、大阪音楽大学卒業。 現在はフリーランスのトランペット奏者として活動中。これまでにトランペットを秋月孝之、吉田治人、飯塚一郎の各氏に、室内楽を池田重一氏に師事。第五回関西トランペット協会コンクール、フリースタイル部門にトランペット五重奏で出演。ペストパフォーマンス賞受賞。大阪ハーモニーブラスに所属。ソプラノコルネット担当。
＜アルトサックス：西川 静（にしかわ　しずか）＞

大阪音楽大学音楽学部器楽学科卒業。卒業時、優秀賞受賞。同大学卒業演奏会、ヤマハ管楽器新人演奏会に出演。第13回滋賀県新人演奏会に於いて、管弦打部門優秀賞並びに全部門から最優秀賞受賞。また同大学院1年次修士リサイタルにて優秀な成績を収め、2015年度給付奨学生となる。サクソフォンを西本淳、貝沼拓実の両氏に、室内楽を西本淳、飯守伸二の両氏に師事。現在、大阪音楽大学大学院音楽研究科管弦打研究室2回生に在籍。 
永田 孝信　作曲

枕草子による３つの歌曲

「夜烏どものゐて」「にくきもの」「過ぎにしかた 恋しきもの」

プログラムノートに代えて、歌詞と現代語訳を掲載します。

　夜烏どものゐて、夜半（よなか）ばかりに睡寝（いね）さわぐ。落ちまどひ、木伝（こづた）ひて、寝起きたる声に鳴きたるこそ、昼の目にたがひてをかしけれ。

　【訳】夜中に木に止まっている烏たちが、寝ぼけて騒いでいる。木から落ちそうになり、慌てて枝伝いに動いて、寝ぼけたような声で鳴くのは、昼間の烏とは異なって趣がある。

　にくきもの。急ぐ事ある折に来て、長言（ながごと）する客人（まらうど）。あなづりやすき人ならば、「後（のち）に」とでもやりつべけれど、さすがに心（こころ）恥づかしき人、いとにくくむつかし。（以下、略）

　【訳】困ることは、用事がある時に尋ねて来て、長話をする客。遠慮しなくてもよい人なら、「また、あとで」と言うこともできるけれど、さすがに身分の高い人に対しては、そのような態度も取れず、ほんとうに困ってしまう。
　過ぎにしかた 恋しきもの。 枯れたる葵。雛あそびの調度。二藍（ふたあい）、葡萄染（えびぞめ）などのさいでの、おしへされて、草紙の中にありけるを見つけたる。また折からあはれなりし人の文、雨などの降りて徒然なる日さがし出でたる。去年（こぞ）のかはほり。（以下、略）

　【訳】過ぎ去ったことが懐かしく思い出されるのは、（賀茂神社の祭礼以降、そのままにしておいて）枯れたしまった葵。人形遊びの道具類。二藍、海老紫染めなどの布の切れ端が、押しつぶされて本の中に挟まっていたのを見つけた時。また、心が動かされた人からの手紙を、雨が降って退屈な日に見つけ出した時。去年に使っていた扇。
＜作曲：永田孝信（ながた　こうしん）＞

大阪音楽大学大学院修士課程（作曲）修了。近藤圭、田中邦彦、ルドルフ・ケルターボーンの各氏に師事。訳書に『和声法　考え方・学び方・解き方』『音楽の表現形式』『指揮法 － 理論と実践 －』（何れもシンフォニア刊、田中邦彦氏との共訳）。関西現代音楽交流協会会員。
＜ソプラノ：坂本 理穂（さかもと　りほ）＞
大阪音楽大学声楽学科卒業。同大学卒業演奏会出演。関西二期会オペラ研修所修了。2006年〜2009年まで小学校公演団体『アンサンブルレネット』の歌のお姉さんとして活動。2010年〜2013年ウィーンへ留学。プライナー音楽院卒業、ディプロムを取得。留学中、同音楽院の選抜クリスマス演奏会他、ウィーン市内の教会やホールでのさまざまな演奏会に出演。2011年7月京都府にてソプラノリサイタル、2013年10月ウィーン市内のホールにてマリア・ロイドル門下生らと共にジョイントコンサートを主催・出演。2014年12月バロックザール京都青山音楽記念館にて坂本理穂ソプラノリサイタル開催。これまで福島慶子、川下登、マリア・ロイドル、ヴァルター・モーアの各氏に師事。現在、関西現代音楽交流協会会員。アイディア音楽センター、オルペウス・ムジークハウス声楽講師。    

＜ピアノ：土井 緑（どい　みどり）＞

東京芸術大学附属音楽高校を経て、東京芸術大学卒業後渡英。マルタ・アルゲリッチ等を
育てたマリア・クルチォ女史に3年間師事。英国王立音楽院大学院を成績優秀により1年間で修了、故ダイアナ妃より修了証書を直接授与される。

日本演奏連盟賞受賞。安川加壽子、マリア・クルチォ、藤井一興の各氏に師事。現在、

大阪音楽大学准教授、華頂女子高等学校音楽科講師。日本ピアノ教育連盟、日本ワーグナー協会、関西現代音楽交流協会各会員。
大澤 弘之　作曲

　フルートとピアノのためのソナタ
第1楽章「Ritornello」
リトルネッロはritorno「回帰」の指小語で「小さな反復」「復帰」を意味するイタリア語で、英語のreturnに相当します。楽章全体を通じ、冒頭主題がいくつかの展開を介在しながら繰り返されます。（演奏時間約5分30秒）

第2楽章「冬の始まりの歌」
拙作歌曲「野呂昶の詩による『苔の花』」の旋律を、第1楽章冒頭主題の音列に関連付け、この緩徐な歌謡風楽章の主要主題にしました。（演奏時間約5分20秒）

第3楽章「Finale」
第1楽章冒頭主題を敷衍した8分の6拍子の軽快な主題による、自由なソナタ形式の終曲です。（演奏時間約4分20秒）

＜作曲：大澤 弘之(おおさわ　ひろゆき)＞

大阪音楽大学大学院作曲専攻修了。1989～90国際交流基金によりフライブルク、2002～03文部科学省在外研修員としてベルリン、ローマにて研修。ナショナル電子オルガン本部講師、華頂女子高校音楽科、大阪音楽大学付属音楽学園、立命館大学非常勤講師などを歴任。現在京都教育大学教授、大阪音楽大学非常勤講師。関西現代音楽交流協会、茨木新作音楽展、21世紀創作歌曲の会「まほろば」会員。茨木市在住。

＜フルート：大升 良美（おおます　よしみ）＞

愛知県立芸術大学音楽学部器楽科卒業。M.ラリュー、P.アランコのマスタークラス受講。フルートを保坂真弓、榎田雅祥、長山慶子、寺本義明、伊藤公一、井上登紀の各氏に師事。近年現代音楽の分野に力を入れており、初演にも多く携わっている。平成23年度関西現代音楽交流協会演奏賞受賞。2012年ワルシャワフィル・コンサートマスターズと共演。2013年リサイタル開催。ランコントルフルートカルテット、ひまわりくぃんてっと、STICKplus各メンバー。ESA音楽学院、奈良県立高円高等学校非常勤講師。関西現代音楽交流協会役員。
＜ピアノ：園田 文子（そのだ　ふみこ）＞

前掲
前田正博　作曲

　Aubade （サクソフォーン４重奏のための）

「朝の音楽」や「朝の歌」と訳されます。１１世紀末から１３世紀にかけて、フランスにトルバドゥールやトルヴェールと呼ばれる詩人兼作曲家が多くいました。彼らは貴族階級または騎士階級の人たちで様々なジャンルの歌をつくり、いろいろな場所でそれらを演奏して聞かせました。現在のストリート・ミュージシャンのようなものだったといえるでしょう。彼らの歌の中には「恋人たちが朝の別れを惜しむ歌」があり、それがAubadeと呼ばれていました。もともとの語源は「夜明け」という意味です。そして１９世紀以降には歌曲のみならず器楽曲としてもいろいろな作曲家がAubadeというタイトルで曲を書きました。そしてそれは「恋の歌」から「朝のさわやかな雰囲気」や「パストラール的な情景」をあらわすようになったのです。

今回の曲は後者にあたるもので、恋愛歌ではありません。最初はCalmato（静かな情景）に始まり、朝の静寂さをあらわしています。場所は奥深い森の中を想像してください。しばらくして夜明けの情景を示すテーマが演奏され、それが発展していきます。途中、短い聖歌のような部分もあり、「朝の祈り」と思っていただいてもいいでしょう。中間部は幻想的な部分です。夜露の落ちる音、一番鳥のさえずりなどまだまわりは薄暗いです。しかし陽が昇り始め明るくなってくると、この清楚な雰囲気は消えてゆきます。
＜作曲：前田 正博（まえだ　まさひろ）＞
　大阪音楽大学音楽学部作曲学科（音楽学専攻）を卒業。卒業後より鈴木英明氏に師事。　関西現代音楽交流協会、国際芸術連盟、日本音楽学会西日本支部にそれぞれ所属。1998年に関西現代音楽交流協会（ＫＭＭＡ）より出たＣＤに<5 movements for Quintet>を、2005年には国際芸術連盟より出た「21世紀日本歌曲の潮流 Ⅸ」に歌曲「欝わ」を、2007年には「21世紀ピアノ音楽の領域 Ⅵ」に<Piano Sonata No.3>を、また2010年には「現代室内楽の諸相 Ⅳ」に<スケルツォ>をそれぞれ収録。作品には<Duo for Flute and Violin><Horn,Euphonium and Tubaのための組曲><金管４重奏のための組曲><Metamorphosis for Clarinet, Trumpet and Marimba><金管５重奏のためのRhapsodic dance><Sonata for Oboe and Piano>などがある。
＜ソプラノ・サックス：内海 登紀子（うちうみ　ときこ）＞

大阪音楽大学短期大学部 器楽科卒業
これまでにサクソフォンを赤松二郎、土岐英史、高畑次郎の各氏に師事。
現在フリーランスで関西、東海地区を中心に活動中。

＜アルト・サックス：伊福 雅昭（いふく　まさあき）＞
1963年生まれ。大阪芸術大学演奏学科　管弦打専攻。1989年フランス国立セルジーポントワーズ音楽院へ。金メダルを受賞。1996年宝塚歌劇オーケストラに入団、現在に至る。
Saxophoneを赤松二郎、ジャン・イブ・フルモーに師事

＜テナー・サックス：三村 佳永子（みむら　かえこ）＞
神戸市生まれ。1995年大阪音楽大学音楽学部器楽学科サクソフォン専攻卒業。サクソフォンを平田英治、前田昌宏の各氏に師事。

1991年～2000年ミ・ベモルサクソフォンアンサンブルに、2001年からウインドアンサンブル奏に所属。2001年神戸市立灘区民ホール(マリーホール)にてソロリサイタルを開催。

ウインドアンサンブル奏 アルトサクソフォン奏者、上方ウインズ テナーサクソフォン奏者。

尼崎市立尼崎双星高等学校音楽類型サクソフォン科講師。

＜バリトン・サックス：西村 孝司（にしむら　こうじ）＞
大阪芸術大学、フランス国立リヨン音楽院卒。サクソフォンを前田昌宏、S.ビションの各氏に師事。在学中リヨンサクソフォンアンサンブルのメンバーとしてCD録音や各地でのコンサートに参加する他、サクソフォン四重奏のメンバーとしても活躍する。また学生代表としてJ.ブーヴァのコンチェルトを初演。2000年までミベモルサクソフォンアンサンブルのメンバーとして海外遠征や日本各地でのコンサートに参加。
patte de lapinアルトサックス、上方ウインズバリトンサクソフォン奏者。
【関西現代音楽交流協会について】

関西現代音楽交流協会は現代音楽を志す人達の交流の環を広げ、その活動を活性化することにより音楽文化の普及と発展に寄与することを目的として1986年に設立されました。
主に関西を音楽活動の中心とした者が会員となっており、現在その数は作曲会員・演奏会員合わせて98名です。これまでに作品発表と演奏活動の場である演奏会「現代音楽作品の夕べ」を、48回主催してきました。

公式ホーム ページ　http://kmma.web.fc2.com/

【会員募集】

関西現代音楽交流協会では、現在作曲会員・演奏会員を募集しています。入会すると本会が主催する演奏会「現代音楽作品の夕べ」に出品・出展することができます。ご関心のある方は、本演奏会終了後のレセプションにて会員までお問い合わせください。
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